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我執 こ於で年 刑々珊せらるJる串宅製品の原料1:る原電及び トップの殆んど全部は砕人に侯も 一

般紀の鞠入静 ま蟹に二倍園に近い荷に上ってゐるoおるに是等何科及び其の製品は常に品等に

伐ち多丑の抗朱を宋るのであって,共め放流は樋 く州糾二見研るも三パーセントを降らTIい｡

之を金額にすれば原料に封して約五首筋臥 袈晶に封しては共の倍額即ち萱干酋園を超えるも

のと推定される.今日の如 く羊毛閉局の茄大時機に際しては,此の数字は特に吾人の注意を索

く次第であるO

､而して事由に依る損苛は早に羊毛製品のみTSらす一般貞慶i畜産.林産及び水産の各方田に

亘って極めて大TSるものがあるo例へは我国の主要員産物のみの紙屑額は約二十倍園であって

其の曲事は二,i-セントとしても質に四千謁臥 こ昇る｡其の他省畠に依って吾人が日常直接間

掛 こ蒙る損啓は空 し想像も及ばぬ莫大なものであらうO .

斯の如 き既読の員菜生嵐 出産物及び日常生矧 こ封する由宇ゐ防除は国家的見地からして極

めて雷嬰TSる市来TJ.'るにもぬらす今日迄は概して局部的或は分割的の研究あるのみであって､

何等雇紺 )ある研究機関を見なかつ1=のは矧 こ泣鰭でガる｡車にして今度本劉 こ篤志家の寄附に

依1)防虫科堺の綜合研究税関の設立を見1:ので,碓架とは具 わ.専ら腰用屋島畢及び殺轟剤化

草等の塔凄なる聯矧 こ依って,防虫に関する基礎及び腰用南方田の研究を進め.以で堺かTiH)

とも防虫報国の質を容げ広いと念桁する次第であるC

茨に畿fllする朗の一"防虫科挙"なる柴誌は此の日的達成の一手段 として防虫料解に関する池

俗知識普及のfStこ編纂LT=ものであって.本第-枕には取敢へや現下窮忠の問題丁ころ羊毛防虫

t=関する玲文を蒐鋒し1こ｡琴を逐ふて其の他のものt=も及ぼしTこいと瓜ふて屑･る｡


